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プ
ラ
ス
三
％
の
内
訳
を
み
る
と
二
％
分
は
消
費
増
税
で

あ
り
、
消
費
増
税
が
な
け
れ
ば
物
価
上
昇
は
一
％
程
度

に
収
ま
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
名
目
雇

用
者
報
酬
は
二
％
程
度
上
昇
し
た
た
め
、
実
質
雇
用
者

報
酬
も
上
昇
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

円
安
が
悪
い
と
い
わ
れ
る
が
、
円
安
に
伴
う
物
価
上

昇
は
残
り
一
％
分
の
う
ち
の
半
分
程
度
で
あ
る
。
一
方

で
二
〇
一
四
年
は
一
五
年
ぶ
り
の
賃
金
上
昇
が
実
現
し

て
い
る
わ
け
で
、
消
費
増
税
さ
え
な
け
れ
ば
、
二
〇
一 

四
年
は
潜
在
成
長
率
を
上
回
る
一
％
以
上
の
プ
ラ
ス
成

長
も
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
〇
一
五
年
四
月
以
降
、
物
価
上
昇
率
も
前
年
比
で

み
れ
ば
伸
び
率
は
下
が
り
、
か
つ
原
油
価
格
低
下
の
影

響
で
、
消
費
税
分
を
除
い
た
消
費
者
物
価
上
昇
率
は
マ

イ
ナ
ス
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

一
方
の
雇
用
者
報
酬
は
、
二
〇
一
四
年
が
賃
金
上
昇

率
だ
け
で
も
プ
ラ
ス
〇
・
八
％
と
な
っ
た
。
労
務
行
政

研
究
所
の
賃
上
げ
率
見
通
し
に
よ
れ
ば
、
今
年
度
は

一
七
年
ぶ
り
の
賃
上
げ
率
が
実
現
す
る
可
能
性
が
高
い

た
め
、
二
〇
一
五
年
度
も
更
な
る
賃
上
げ
要
請
等
か
ら

一
％
近
い
賃
金
上
昇
が
期
待
さ
れ
る
。
雇
用
も
前
年
比

一
％
程
度
増
加
す
れ
ば
、
二
〇
一
五
年
の
名
目
雇
用
者

報
酬
は
前
年
比
二
％
程
度
の
上
昇
と
な
り
、
実
質
雇
用

者
報
酬
も
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
可
能
性
が
高
い
。

消
費
税
率
引
上
げ
延
期
の
効
果

か
ら
し
ば
ら
く
上
が
ら
な
い
と
予
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
金
融
・
財
政
政
策
に
よ
る
円
安
・
株
高
に
加
え
、

原
油
価
格
の
下
落
と
強
い
追
い
風
が
吹
き
始
め
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
二
〇
一
五
年
度
は
相
当
景
気
が
改
善
す

る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

　

た
だ
し
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
と
異
な
る
点
も
あ
る
。

当
時
の
土
地
神
話
は
崩
壊
し
て
お
り
、
人
口
も
減
少
に

転
じ
て
い
る
。
従
っ
て
バ
ブ
ル
に
な
る
可
能
性
は
低
い

が
、
二
〇
一
五
年
度
の
経
済
環
境
を
考
え
る
と
良
い
状

態
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

金
融
・
財
政
政
策
に
よ
る
円
安
・
株
高
、
原
油
価
格

下
落
も
あ
れ
ば
、
名
目
成
長
率
で
二
％
超
え
は
確
実
だ

と
思
わ
れ
る
。
二
〇
一
三
年
度
の
名
目
成
長
率
は
プ
ラ

ス
一
・
九
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
一
五
年
度

　

消
費
税
率
の
一
〇
％
へ
の
引
上
げ
時
期
が
二
〇
一
七

年
四
月
に
延
期
さ
れ
た
こ
と
は
、
景
気
全
体
に
も
プ
ラ

ス
の
効
果
が
あ
る
。
二
〇
一
五
年
度
は
、
日
本
経
済
に

と
っ
て
原
油
安
の
追
い
風
が
吹
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

が
、
も
し
二
〇
一
五
年
十
月
に
消
費
税
率
の
再
引
上
げ

が
行
わ
れ
れ
ば
、
せ
っ
か
く
い
い
流
れ
が
ま
た
頓
挫
す

る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
建
設
関
連
市
場
に
と
っ
て
は
、

二
〇
一
五
年
度
前
半
ま
で
を
考
え
た
場
合
、
十
月
に
引

上
げ
が
実
施
さ
れ
れ
ば
駆
け
込
み
需
要
が
期
待
さ
れ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
一
時
的
な
も
の
で
需
要
を

先
食
い
す
る
だ
け
で
あ
る
。

　

む
し
ろ
今
年
度
一
年
間
程
度
は
好
循
環
を
続
け
て
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
を
国
民
が
実
感
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
現
在
の
厳
し
い
経
済
状
況
も
消
費
税
率
引

上
げ
が
主
因
だ
が
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗
と
い
う
論

調
も
あ
る
。
従
っ
て
、
消
費
税
率
引
上
げ
時
期
の
延
期

に
よ
っ
て
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
信
任
を
失
墜
さ
せ
ず
に
す

め
ば
、
プ
ラ
ス
の
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　

引
上
げ
時
期
の
延
期
に
よ
っ
て
、
景
気
回
復
を
実
感

で
き
る
期
間
も
長
く
な
り
、
二
〇
一
七
年
に
景
気
の
過

熱
感
が
出
始
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
消
費
税
率
の
引
上
げ

が
実
施
で
き
れ
ば
、
日
本
経
済
に
と
っ
て
は
ベ
ス
ト
シ

ナ
リ
オ
と
な
ろ
う
。

　

日
本
銀
行
は
昨
年
十
月
三
十
一
日
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
緩

日
銀
の
金
融
政
策
に
つ
い
て

は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
始
ま
っ
て
以
来
の
最
高
の
名
目
成
長

率
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

大
幅
に
落
ち
込
ん
で
い
る
個
人
消
費
も
二
〇
一
五
年

度
に
は
回
復
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
個
人
消

費
の
悪
化
を
考
え
る
と
、
実
質
可
処
分
所
得
マ
イ
ナ
ス

の
要
因
が
大
き
い
。
こ
の
背
景
と
し
て
円
安
の
要
因
が

指
摘
さ
れ
る
が
、
実
は
そ
れ
が
主
因
で
は
な
い
。

　

二
〇
一
四
年
の
消
費
者
物
価
に
つ
い
て
帰
属
家
賃
を

除
い
た
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、
前
年
比
で
三
％
以
上
上
昇

し
た
。
一
方
、
名
目
雇
用
者
報
酬
は
二
％
程
度
の
上
昇

に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、
実
質
雇
用
者
報
酬
で
み
る
と
マ

イ
ナ
ス
一
％
程
度
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
消
費
者
物
価

個
人
消
費
の
落
ち
込
み
も
回
復
に
転
じ
る

和
を
行
っ
た
。
日
本
銀
行
は
二
〇
一
五
年
度
後
半
に
は

目
標
と
す
る
物
価
上
昇
率
二
％
の
軌
道
に
近
づ
く
か
た

ち
で
伸
び
が
加
速
し
て
い
く
と
想
定
し
て
い
る
が
、
恐

ら
く
達
成
は
困
難
で
、
二
〇
一
五
年
十
月
ご
ろ
に
は
再

度
の
金
融
緩
和
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

日
本
銀
行
の
金
融
緩
和
策
は
、
二
〇
一
七
年
四
月
の

消
費
税
引
上
げ
時
期
ま
で
継
続
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

た
だ
、
国
債
も
無
制
限
に
買
え
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

株
や
不
動
産
投
資
信
託
等
の
購
入
も
増
え
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
た
め
、
不
動
産
市
場
に
資
金
が
流
れ
、
収
益

期
待
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
相
当
資
金
が
流
入
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
加
え
て
、
金
融
緩
和
で
円
安
に
な
れ
ば
海

外
か
ら
の
資
金
流
入
も
あ
る
た
め
、
部
分
的
に
は
相
当

過
熱
感
の
あ
る
状
況
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
は
土
地
神
話
が
あ
り
、
国
内
マ

ネ
ー
が
不
動
産
市
場
に
流
入
し
て
バ
ブ
ル
が
生
じ
た
。

国
内
マ
ネ
ー
だ
け
を
考
え
れ
ば
、
一
九
八
〇
年
代
後
半

の
よ
う
な
状
況
に
な
る
可
能
性
は
低
い
が
、
一
九
八
〇

年
代
後
半
と
異
な
り
、
海
外
資
金
が
流
入
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
過
去
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
問
題
も
、

ア
メ
リ
カ
が
金
融
引
き
締
め
を
や
っ
て
も
、
中
国
が
ア

メ
リ
カ
国
債
を
大
量
に
購
入
す
る
等
、
海
外
資
金
の
流

入
か
ら
金
利
が
上
が
ら
ず
、
バ
ブ
ル
に
な
っ
た
。
既
に

中
国
や
韓
国
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
か
ら
の
不
動
産

投
資
が
増
え
て
い
る
た
め
、
二
〇
一
五
年
度
は
建
設
市

場
も
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

二
〇
一
五
年
度
の
景
気
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
好
循

環
が
復
活
す
る
こ
と
も
あ
り
、
明
る
さ
を
増
す
と
思
わ

れ
る
。
足
元
の
経
済
状
況
を
み
る
と
一
九
八
六
年
当
時

と
よ
く
似
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
は
バ
ブ
ル
経

済
に
突
入
し
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
一
九
八
五
年
の
プ

ラ
ザ
合
意
で
円
が
切
り
上
げ
ら
れ
、
円
高
不
況
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
政
府
が
内
需
主
導

の
成
長
を
目
指
し
て
積
極
的
な
金
融
・
財
政
政
策
を
行

っ
た
。
加
え
て
、
原
油
価
格
が
三
分
の
一
ま
で
暴
落
す

る
と
い
う
逆
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。

　

今
回
も
原
油
価
格
は
昨
年
の
夏
場
か
ら
五
割
以
上
下

が
っ
て
お
り
、
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
の
台
頭
も
あ
る
こ
と

二
〇
一
五
年
度
は
景
気
回
復
を
実
感
で
き
る

先
が
明
る
い
わ
が
国
経
済

Toshihiro N
agaham

a

第
一
生
命
経
済
研
究
所

経
済
調
査
部

主
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

永
濱
利
廣


